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住
宅
用
火
災
警
報
器
は
平
成
二
十
三
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
に

す
べ
て
の
住
宅
に
設
置
が
必
要
で
す
。

　
「
ま
さ
か
！
」
の
火
事
。
住
宅
用
火
災

警
報
器
で
助
か
る
命
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
な
た
は
、
火
事
な
ん
て
自
分
に
関
係

の
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

で
も
そ
れ
は
決
し
て
他
人
事
で
は
な

く
、
ど
こ
の
家
庭
に
で
も
起
こ
り
う
る
こ

と
で
す
。

　

万
が
一
の
と
き
で
も
住
宅
用
火
災
警
報

器
が
あ
れ
ば
い
ち
は
や
く
火
災
を
知
ら
せ

て
く
れ
ま
す
。

　

あ
な
た
の
身
の
回
り
で
起
き
た
つ
い

う
っ
か
り
の
場
面
で
火
災
警
報
器
に
救
わ

れ
た
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

【
寝
室
で
】

　

居
住
者
は
、
寝
た
ば
こ
を
し
て
就
寝
中

の
と
こ
ろ
、
火

災
警
報
器
の
警

報
音
で
目
が
覚

め
、
ふ
と
ん
か

ら
煙
が
出
て
い

る
こ
と
に
気
づ

き
、
あ
わ
て
て

風
呂
場
へ
持
っ

て
行
き
、
浴
槽
の
水
に
浸
し
た
。

【
階
段
で
】

　

夕
飯
の
準
備
の
た
め
、
鍋
に
天
ぷ
ら
油

を
注
ぎ
火
に
掛
け
た
が
、
つ
い
テ
レ
ビ
に

夢
中
に
な
っ
て
調
理
を
し
て
い
る
こ
と
を

忘
れ
て
し
ま
い
…
突
然
、
鍋
か
ら
は
も
く

も
く
と
煙
が
発
生
、「
危
な
い
！　

火
災

発
生
！
」
と
な

る
と
こ
ろ
、
階

段
部
分
に
付
け

て
い
た
火
災
警

報
器
が
作
動
し

異
常
を
知
ら
せ

て
く
れ
大
事
に

至
ら
な
か
っ
た
。

【
居
間
で
】

　

女
性（
九
十
歳
代
）が
一
階
の
居
室
で
、

仏
壇
の
ロ
ウ
ソ
ク
に
火
を
つ
け
た
ま
ま
就

寝
し
て
し
ま
い
、
ロ
ウ
ソ
ク
が
転
倒
し
た

の
に
気
付
か
ず
、周
囲
の
可
燃
物
に
着
火
、

火
災
に
至
っ
た
。
二
階
で
就
寝
し
て
い
た

男
性
（
三
十
歳
代
）
が
、
火
災
警
報
器
の

鳴
動
に
気
付
き
、
階
段
に
出
た
と
こ
ろ
煙

が
漂
っ
て
お
り
、一
階
に
下
り
た
と
こ
ろ
、

仏
壇
か
ら
炎
が

上
が
っ
て
い
る

の
を
発
見
、
バ

ケ
ツ
と
鍋
で
水

道
水
を
か
け
消

火
し
た
後
、
自

宅
の
電
話
か
ら

一
一
九
番
通
報
を
し
た
。

【
台
所
で
】

　

鍋
を
火
に
か
け
た
ま
ま
、
つ
い
う
っ
か

り
外
出
し
て
し
ま
い
鍋
が
空
焚だ

き
状
態
に

な
っ
た
。
や
が
て
鍋
の
中
身
が
焦
げ
て
も

く
も
く
と
煙
が
発
生
し
、
火
災
発
生
と
な

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
住
宅
内
に
設
置
さ
れ

て
い
た
火
災
警
報
器
が
煙
を
早
期
に
感
知

し
て
警
報
音
を
発
し
て
く
れ
た
。

　

隣
に
住
ん
で
い
る
人
が
、
こ
の
警
報
音

と
煙
で
異
常
に
気
づ
き
一
一
九
番
通
報
を

し
て
く
れ
て
大
事
に
至
ら
ず
に
済
ん
だ
。

問 

合
せ　

消
防
本
部
☎
八
七
六

－

〇
一
一

九
内
線
三
二
三

住
宅
用
火
災
警
報
器
早
め
の
設
置
を
!!

軽
消
防
自
動
車
の
寄
贈

　

十
二
月
二
十
日
に
社
団
法
人　

日
本
損

害
保
険
協
会
か
ら
、
葉
山
町
に
小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
軽
消
防
自
動
車
（
四
輪
駆
動
）

消
防
出
初
式　
　
　

　

一
月
九
日（
日
）に
葉
山
小
学
校
で
消
防

出
初
式
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
南

郷
中
学
校
の
演
奏
や
消
防
団
に
よ
る
放
水

の
演
技
が
あ
り
ま
し
た
。 一

台
が
寄
贈
さ

れ
、第
五
分
団（
堀

内
地
区
）
に
配
備

し
ま
し
た
。

問 

合
せ　

消
防
総

務
課
☎
八
七
六

－

〇
一
一
九
内

線
三
一
〇

問 

合
せ　

消

防
総
務
課

☎
八
七
六

－

〇
一
一

九
内
線
三

一
〇
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お
知
ら
せ

困
っ
た
時
は
、
専
門
家
に
き
こ
う
！　

〜
相
談
窓
口
の
ご
案
内
〜

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
！

　
「
交
通
安
全
」
や
「
地
域
安
全
」
を
身

近
な
問
題
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
毎
年
小
学
生
や
中
学
生
を
対
象
に
標

語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
交
通

安
全
の
部
は
百
十
八
人
、
地
域
安
全
の
部

は
百
六
人
の
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
、

次
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
標
語
優
秀
作
品

小
学
生
の
部

最
優
秀　

上
山
口
小
学
校
二
年

川
村　

彩
香
さ
ん

○
な
れ
た
み
ち　

こ
こ
ろ
の
ゆ
る
み
が

　

じ
こ
の
も
と

優　

秀　

葉
山
小
学
校
三
年

大
嶽
こ
な
つ
さ
ん

○
み
ぎ
ひ
だ
り　

よ
く
見
て
か
く
に
ん

　

お
う
だ
ん
歩
道

中
学
生
の
部

最
優
秀　

南
郷
中
学
校
二
年

杉
本
美
穂
子
さ
ん

○
安
全
は　

人
と
人
と
の　

ゆ
ず
り
合
い

優　

秀　

葉
山
中
学
校
二
年

越
智　

桃
子
さ
ん

○
思
い
や
る　

気
持
ち
を
人
に
も　

車
に
も

　

町
で
は
、
次
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
日

は
十
六
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
消
費
生
活
相
談
（
毎
週
水
曜
日
）

　

消
費
者
と
業
者
と
の
間
で
な
さ
れ
た
商

品
購
入
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
、
悪
質
商
法
や
多
重
債
務
な
ど
を
、

消
費
生
活
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

　

消
費
生
活
相
談
員
は
、
ト
ラ
ブ
ル
の
整

理
、解
決
へ
の
方
向
性
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
、

必
要
な
場
合
に
は
、
業
者
と
の
間
に
入
っ

て
解
決
を
図
り
ま
す
。

◆
人
権
相
談
（
毎
月
一
回
）

　

差
別
・
虐
待
・
い
じ
め
・
近
隣
と
の
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
を
、
人
権
擁
護
委
員
が
対
応

し
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
仕
事
は
み
な
さ
ん
の

人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
に
監
視
す
る
こ

と
、
人
権
が
侵
さ
れ
た
人
が
い
た
場
合
に

は
相
談
相
手
に
な
っ
て
救
済
す
る
こ
と
、

人
々
の
間
に
正
し
い
人
権
の
考
え
方
を
広

め
、
自
由
人
権
思
想
の
啓
発
に
つ
と
め
る

こ
と
な
ど
で
す
。

◆
行
政
相
談
（
毎
月
一
回
）

　

国
の
仕
事
（
交
通
安
全
、道
路
、郵
便
、

年
金
・
医
療
保
険
・
老
人
保
健
な
ど
）
に

関
す
る
苦
情
や
要
望
を
、
行
政
相
談
委
員

が
対
応
し
ま
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
相
談
相

手
と
し
て
、
国
の
仕
事
に
関
す
る
苦
情
や

要
望
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
、
助
言
や

関
係
行
政
機
関
に
対
す
る
通
知
な
ど
を
し

て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
分
か
り
づ
ら
い
道
路
案
内

標
識
を
改
善
し
て
ほ
し
い
」、「
新
し
い
住

宅
地
に
郵
便
ポ
ス
ト
を
設
置
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国

の
仕
事
で
苦
情
や
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

◆
土
地
建
物
な
ん
で
も
相
談（
毎
月
一
回
）

　

相
続
・
遺
言
、
登
記
、
建
築
・
測
量
や

宅
地
建
物
の
紛
争
や
取
引
な
ど
を
、
司
法

書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
・
建
築
士
が
対

応
し
ま
す
。

◆
不
動
産
相
談
（
毎
月
一
回
）

　

不
動
産
（
不
動
産
に
関
す
る
業
者
・
契

約
・
物
件
・
報
酬
・
手
付
金
・
借
地
借
家
・

税
金
・
ロ
ー
ン
な
ど
）
に
つ
い
て
、
宅
地

建
物
取
引
主
任
者
が
対
応
し
ま
す
。

問 

合
せ　

町
民
サ
ー
ビ
ス
課
☎
内
線
二
〇

五
・
二
〇
六

平
成
二
十
二
年
度

交
通
安
全
と
地
域
安
全
の

標
語
優
秀
作
品

地
域
安
全
標
語
優
秀
作
品

小
学
生
の
部

最
優
秀　

葉
山
小
学
校
五
年

大
石
耕
太
朗
さ
ん

○
葉
山
町　

し
な
い
さ
せ
な
い　

犯
罪
を

優　

秀　

葉
山
小
学
校
一
年

齋
川
こ
こ
ろ
さ
ん

○
あ
い
さ
つ
で　

あ
か
る
く
し
よ
う

　

は
や
ま
ま
ち

中
学
生
の
部

最
優
秀　

葉
山
中
学
校
二
年

中
村　

風
子
さ
ん

○
非
行
の
芽　

地
域
ぐ
る
み
で

　

摘
み
取
ろ
う

優　

秀　

葉
山
中
学
校
三
年

津
久
井
菜
月
さ
ん

○
安
心
は　

み
ん
な
で
創
る　

心
が
け

問
合
せ　

町
民
サ
ー
ビ
ス
課
☎
内
線
二
〇
五

葉
山
町
人
権
擁
護
委
員

　

葉
山
町
の
人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

横
田　

昌
和 

☎
八
七
八

－

七
七
七
七

本
多　

清
法 

☎
八
七
五

－

三
五
三
一

秋
山　

満
江 

☎
八
七
五

－

六
七
一
八

山
藤　

英
昭 

☎
八
七
五

－

五
四
九
四

瀨
髙
か
ほ
る 

☎
八
七
八

－

九
三
〇
一

西
村　

憲
夫 

☎
八
七
七

－

一
一
三
一

原
田　

淳
子 

☎
八
七
五

－

二
二
二
六

問
合
せ　

町
民
サ
ー
ビ
ス
課
☎
内
線
二
〇
六
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鎌
倉
税
務
署

 

か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
課

 

か
ら
の
お
知
ら
せ

問
合
せ　

鎌
倉
税
務
署　

個
人
課
税
第
一
部
門

　
　
　
　

☎
〇
四
六
七

－

二
二

－

五
五
九
一
㈹

問
合
せ　

税
務
課　

☎
内
線
二
五
一
〜
二
五
三

所
得
税
の
申
告
は
三
月
十
五
日
ま
で
に

●
確
定
申
告
書
の
提
出
期
間

所
得
税
…
二
月
十
六
日（
水
）〜
三
月
十
五
日（
火
）

贈
与
税
…
二
月
一
日（
火
）〜
三
月
十
五
日（
火
）

消 

費
税（
個
人
事
業
者
）…
一
月
四
日（
火
）

〜
三
月
三
十
一
日（
木
）

● 

国
税
電
子
申
告
納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
用

申
告
デ
ー
タ
を
作
成
し
、
直
接
電
子
申
告

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
成
二
十
二
年

分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
を
、
本
人
の
電

子
署
名
及
び
電
子
証
明
書
を
付
し
て
申
告

期
限
内
に
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
す
る
と
、
所
得

税
額
か
ら
最
高
五
千
円
の
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
平
成
十
九
年
分
か
ら

平
成
二
十
一
年
分
の
確
定
申
告
で
本
控
除

の
適
用
を
受
け
た
人
は
除
き
ま
す
）。
事

前
に
利
用
開
始
の
た
め
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。
詳
細
は
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w
w
.e

－tax.nta.go.jp

　

当
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
て
作
成
し
た
申

告
書
は
、
印
刷
し
て
郵
送
又
は
税
務
署
の

時
間
外
文
書
収
受
箱
に
投
か
ん
し
て
提
出

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
確

定
申
告
に
関
す
る
各
種
情
報
、
申
告
書
・

届
出
書
な
ど
の
各
種
様
式
の
パ
ソ
コ
ン
か

ら
の
入
手
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w
w
.nta.go.jp

● 

税
理
士
会
に
よ
る
小
規
模
納
税
者
な
ど

の
た
め
の
無
料
申
告
相
談

　

小
規
模
納
税
者
（
白
色
申
告
者
）
の
所

得
税
及
び
消
費
税
、
年
金
受
給
者
及
び
給

与
所
得
者
の
所
得
税
の
申
告
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
譲
渡
所
得
（
土
地
、

建
物
及
び
株
式
な
ど
）
の
あ
る
人
、
相
談

内
容
が
複
雑
な
人
、
所
得
金
額
が
高
額
な

人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

日 

時　
二
月
二
日（
水
）〜
三
日（
木
）九
時
三
十

分
〜
十
六
時
（
十
二
時
〜
十
三
時
は
除
く
。）

※ 

受
け
付
け
は
十
五
時
三
十
分
ま
で
。

場
所　

福
祉
文
化
会
館（
開
館
時
間
九
時
）

※ 

混
雑
し
た
場
合
は
、
受
け
付
け
を
早
め

に
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※ 

前
年
ま
で
実
施
し
て
い
た
年
金
受
給
者

等
申
告
指
導
相
談
会
は
無
料
相
談
会
と

一
体
化
さ
れ
ま
し
た
。

●
確
定
申
告
書
臨
時
提
出
所
を
設
置

　

鎌
倉
税
務
署
に
提
出
す
る
確
定
申
告
書

を
受
け
付
け
ま
す
。申
告
相
談
は
し
ま
せ
ん
。

場 

所　

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
大
船
店

　

一
階　

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
横

期
間　
二
月
十
六
日（
水
）〜
三
月
十
五
日（
火
）

時
間　

十
時
〜
十
六
時

※
土
・
日
曜
日
及
び
休
業
日
を
除
き
ま
す
。

●
期
限
間
近
は
大
変
混
み
あ
い
ま
す

　

鎌
倉
税
務
署
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
り

所
得
税
・
贈
与
税
・
消
費
税
の
確
定
申
告

書
の
作
成
指
導
を
し
ま
す
。

時
間　

九
時
〜
十
七
時
（
混
雑
の
状
況
に

よ
り
受
け
付
け
を
途
中
で
締
め
切
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。）

※ 

税
務
署
の
閉
庁
日（
土
・
日
曜
・
祝
日
等
）

は
、
通
常
、
税
務
署
で
の
相
談
及
び
申

告
書
の
受
け
付
け
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
二
月
二
十
日
と
二
月
二
十
七

日
の
日
曜
日
に
限
り
、
確
定
申
告
の
相

談
及
び
申
告
書
の
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

※ 

四
月
中
旬
ま
で
は
税
務
署
内
駐
車
場
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
臨
時
駐
車
場

も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆ 

町
役
場
で
も
確
定
申
告
書
の
提
出
及
び

簡
易
な
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

　

給
与
所
得
者
の
還
付
申
告
、
年
金
受
給

者
の
確
定
申
告
な
ど
簡
易
な
確
定
申
告
の

相
談
（
ア
ド
バ
イ
ス
）
を
し
ま
す
。

期 

間　
二
月
十
六
日（
水
）〜
三
月
十
五
日（
火
）

（
閉
庁
日
は
除
く
）

時 
間　
九
時
〜
十
六
時（
十
二
時
〜
十
三
時
は
除
く
）

場
所　

役
場
四
階
大
会
議
室

対 

象
外　

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
配

当
所
得
、公
的
年
金
等
以
外
の
雑
所
得
、

一
時
所
得
（
生
命
保
険
契
約
等
に
基
づ

く
一
時
金
等
）、
譲
渡
所
得
（
土
地
、

建
物
、
株
式
、
ゴ
ル
フ
会
員
権
等
）、

災
害
や
盗
難
等
に
伴
う
雑
損
控
除
、
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
等

※
鎌
倉
税
務
署
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
仮
収
受

　

記
載
済
み
の
（
で
き
あ
が
っ
て
い
る
）

確
定
申
告
書
・
消
費
税
申
告
書
の
提
出
は
、

所
得
や
控
除
の
種
類
に
関
係
な
く
、
町
役

場
税
務
課
窓
口
で
も
受
け
付
け
し
ま
す
。

期 

間　

二
月
一
日（
火
）〜
三
月
十
五
日（
火
）

（
閉
庁
日
は
除
く
）


